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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年9月29日(2011.9.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルロースおよび溶媒として陰イオンと陽イオンを含むイオン性液体を含む溶液であっ
て、陽イオンがプロトン化された形で存在する窒素、酸素、硫黄およびリンからなる群か
ら選択される少なくとも１つの原子を含み、かつ前記イオン性液体が、式（ＩＶａ）～（
ＩＶｙ）：
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【化１】
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【化２】
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【化３】

【化４】
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（式中、基Ｒは水素で、
基Ｒ1～Ｒ9は、それぞれ互いに独立して水素、スルホ基、または飽和または不飽和、非環
式または環式、脂肪族、芳香族または芳香脂肪族の、置換されないまたは１～５個のヘテ
ロ原子または官能基で遮られたもしくは置換された、１～２０個の炭素原子を有する炭素
を含む有機基であり、その際、上記式（ＩＶ）中で炭素原子（ヘテロ原子にではなく）に
結合している基Ｒ1～Ｒ9は、また、ハロゲンまたは官能基でもありうる、あるいは
Ｒ1～Ｒ9からなる群からの２つの隣接する基はともに、飽和または不飽和、非環式または
環式、脂肪族、芳香族または芳香脂肪族の、置換されないまたは１～５個のヘテロ原子ま
たは官能基で遮られたもしくは置換された、１～３０個の炭素原子を有する２価の炭素を
含む有機基であってもよい）の陽イオン、およびこれらの構造を含むオリゴマーからなる
群から選択される少なくとも１つの陽イオンを含む溶液。
【請求項２】
　陽イオンがアンモニウム陽イオンとしてプロトン化された形で存在する少なくとも１つ
の窒素原子を含む、請求項１に記載の溶液。
【請求項３】
　溶液の全質量に対して１質量％より多いセルロースが含まれる、請求項１または２に記
載の溶液。
【請求項４】
　陰イオンおよび陽イオンが一般式（Ｉ）：
［Ａ］+

n［Ｙ］n-（Ｉ）
（式中、ｎは１、２、３または４で、［Ａ］+は４級アンモニウム陽イオン、オキソニウ
ム陽イオン、スルホニウム陽イオンまたはホスホニウム陽イオンで、［Ｙ］n-は１価、２
価、３価または４価の陰イオンである）の塩、
一般式（ＩＩ）：
［Ａ1］+［Ａ2］+［Ｙ］n-   （ＩＩａ）（式中、ｎ＝２）
［Ａ1］+［Ａ2］+［Ａ3］+［Ｙ］n-  （ＩＩｂ）（式中、ｎ＝３）または
［Ａ1］+［Ａ2］+［Ａ3］+［Ａ4］+［Ｙ］n-  （ＩＩｃ）（式中、ｎ＝４）、
（式中、［Ａ1］+、［Ａ2］+、［Ａ3］+および［Ａ4］+は、［Ａ］+として挙げた群の中
から独立して選択され、［Ｙ］n-は（Ａ）で定義したものと同じである）の混合塩、また
は
一般式（ＩＩＩ）：
［Ａ1］+［Ａ2］+［Ａ3］+［Ｍ1］+［Ｙ］n-  （ＩＩＩａ）（式中、ｎ＝４）、
［Ａ1］+［Ａ2］+［Ｍ1］+［Ｍ2］+［Ｙ］n-  （ＩＩＩｂ）（式中、ｎ＝４）、
［Ａ1］+［Ｍ1］+［Ｍ2］+［Ｍ3］+［Ｙ］n-  （ＩＩＩｃ）（式中、ｎ＝４）、
［Ａ1］+［Ａ2］+［Ｍ1］+［Ｙ］n-  （ＩＩＩｄ）（式中、ｎ＝３）、
［Ａ1］+［Ｍ1］+［Ｍ2］+［Ｙ］n-  （ＩＩＩｅ）（式中、ｎ＝３）、
［Ａ1］+［Ｍ1］+［Ｙ］n-   （ＩＩＩｆ）（式中、ｎ＝２）、
［Ａ1］+［Ａ2］+［Ｍ4］2+［Ｙ］n-  （ＩＩＩｇ）（式中、ｎ＝４）、
［Ａ1］+［Ｍ1］+［Ｍ4］2+［Ｙ］n-  （ＩＩＩｈ）（式中、ｎ＝４）、
［Ａ1］+［Ｍ5］3+［Ｙ］n-   （ＩＩＩｉ）（式中、ｎ＝４）、または
［Ａ1］+［Ｍ4］2+［Ｙ］n-   （ＩＩＩｊ）（式中、ｎ＝３）、
（式中、 ［Ａ1］+、［Ａ2］+および［Ａ3］+は、［Ａ］+として挙げた群の中から独立し
て選択され、［Ｙ］n-は（Ａ）で定義したものと同じで、［Ｍ1］+、［Ｍ2］+、［Ｍ3］+

は１価の金属の陽イオンで、［Ｍ4］2+は２価の金属の陽イオンで、［Ｍ5］3+は３価の金
属の陽イオンである）の混合塩を形成する、請求項１から３までのいずれか１項に記載の
溶液。
【請求項５】
　イオン性液体が、
式：Ｆ－、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＢＦ4

－、ＰＦ6
－、ＡｌＣｌ4

－、Ａｌ２Ｃｌ7
－、Ａ

ｌ3Ｃｌ10
－、ＡｌＢｒ4

－、ＦｅＣｌ4
－、ＢＣｌ4

－、ＳｂＦ6
－、ＡｓＦ6

－、ＺｎＣｌ



(6) JP 2008-536972 A5 2011.11.17

3
－、ＳｎＣｌ3

－、ＣｕＣｌ2
－、ＣＦ3ＳＯ3

－、（ＣＦ3ＳＯ3）2Ｎ
－、ＣＦ3ＣＯ2

－、
ＣＣｌ3ＣＯ2

－、ＣＮ－、ＳＣＮ－、ＯＣＮ－

のハロゲン化物およびハロゲン化合物の群、
一般式：ＳＯ4

2－、ＨＳＯ4
－、ＳＯ3

2－、ＨＳＯ3
－、ＲaＯＳＯ3

－、ＲaＳＯ3
－

の硫酸塩、亜硫酸塩およびスルホン酸塩の群、
一般式：ＰＯ4

3－、ＨＰＯ4
2－、Ｈ2ＰＯ4

－、ＲaＰＯ4
2－、ＨＲaＰＯ4

－、ＲaＲbＰＯ4
－

のリン酸塩の群、
一般式：ＲaＨＰＯ3

－、ＲaＲbＰＯ2
－、ＲaＲbＰＯ3

－

のホスホン酸塩およびホスフィン酸塩の群、
一般式：ＰＯ3

3－、ＨＰＯ3
2－、Ｈ2ＰＯ3

－、ＲaＰＯ3
2－、ＲaＨＰＯ3

－、ＲaＲbＰＯ3
－

の亜リン酸塩の群、
一般式：ＲaＲbＰＯ2

－、ＲaＨＰＯ2
－、ＲaＲbＰＯ－、ＲaＨＰＯ－

の亜ホスホン酸塩および亜ホスフィン酸塩の群、
一般式：ＲaＣＯＯ－

のカルボン酸の群、
一般式：ＢＯ3

3－、ＨＢＯ3
2－、Ｈ2ＢＯ3

－、ＲaＲbＢＯ3
－、ＲaＨＢＯ3

－、ＲaＢＯ3
2

－、Ｂ（ＯＲa）（ＯＲb）（ＯＲｃ）（ＯＲｄ）－、Ｂ（ＨＳＯ4）
－、Ｂ（ＲaＳＯ4）

－

のホウ酸塩の群、
一般式：ＲaＢＯ2

2－、ＲaＲbＢＯ－

のボロン酸塩の群、
一般式：ＨＣＯ3

－、ＣＯ3
2－、ＲaＣＯ3

－

の炭酸塩および炭酸エステルの群、
一般式：ＳｉＯ4

4－、ＨＳｉＯ4
3－、Ｈ2ＳｉＯ4

2－、Ｈ３ＳｉＯ4
－、ＲaＳｉＯ4

3－、
ＲaＲbＳｉＯ4

2－、ＲaＲbＲｃＳｉＯ4
－、ＨＲaＳｉＯ4

2－、Ｈ2Ｒ
aＳｉＯ4

－、ＨＲaＲ
bＳｉＯ4

－

のケイ酸塩およびケイ酸エステルの群、
一般式：ＲaＳｉＯ3

3－、ＲaＲbＳｉＯ2
2－、ＲaＲbＲｃＳｉＯ－、ＲaＲbＲｃＳｉＯ3

－

、ＲaＲbＲｃＳｉＯ2
－、ＲaＲbＳｉＯ3

2－

のアルキルシラン塩およびアリールシラン塩の群、
一般式：
【化５】

のカルボキシイミド、ビス（スルホニル）イミドおよびスルホニルイミドの群、
一般式：
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【化６】

のメチドの群、
一般式：ＲaＯ－

のアルコキシドおよびアリールオキシドの群、
一般式：［ＭｑＨａｌｒ］ｓ－

（式中、Ｍは金属で、Ｈａｌはフッ素、塩素、臭素またはヨウ素で、ｑおよびｒは正の整
数で、錯体の化学量を示し、ｓは正の整数で、錯体上の電荷を示す）のハロメタレートの
群、
一般式：Ｓ２－、ＨＳ－、［Ｓｖ］2－、［ＨＳｖ］－、［ＲaＳ］－

（式中、ｖは２～１０の正の整数である）の硫化物、硫化水素、ポリスルフィド、ハイド
ロジェンポリスルフィドおよびチオレートの群、および
Ｆｅ（ＣＮ）6

3－、Ｆｅ（ＣＮ）6
4－、ＭｎＯ4

－、Ｆｅ（ＣＯ）4
－などの錯体金属イオ

ンの群
（ここで、Ｒa、Ｒb、Ｒｃ、およびＲｄが、それぞれ互いに独立して水素、Ｃ1－Ｃ18－
アルキル、１つ以上の隣接していない酸素原子および／または硫黄原子および／または１
つ以上の置換または非置換のイミノ基で遮られてもよいＣ2－Ｃ18アルキル、Ｃ6－Ｃ14－
アリール、Ｃ5－Ｃ12－シクロアルキル、または酸素－、窒素－および／または硫黄含有
の５－または６－員複素環、ここで、これらのうち２つがともに、１つ以上の酸素原子お
よび／または硫黄原子および／または１つ以上の置換または非置換のイミノ基で遮られて
もよい不飽和環、飽和環または芳香環を形成してもよく、ここで、挙げた基は、それぞれ
官能基、アリール基、アルキル、アリールオキシ、アルキルオキシ、ハロゲン、ヘテロ原
子および／または複素環でさらに置換されてもよい）からなる群から選択される少なくと
も１つの陰イオンを含む、請求項１から４までのいずれか１項に記載の溶液。
【請求項６】
　１８０℃以下の温度である、請求項１から５までのいずれか１項に記載の溶液。
【請求項７】
　ａ）　溶媒として陰イオンおよび陽イオンを含むイオン性液体を含む溶液にセルロース
を加える工程、
その際、該陽イオンがプロトン化された形でアンモニウム陽イオンとして存在する少なく
とも１つの窒素原子を含む、および
ｂ）　セルロースが完全に溶解するまで溶液を混合する工程
を含む、請求項１から６までのいずれか１項に記載の溶液の製造方法。
【請求項８】
　セルロースの物理的または化学的処理のための、請求項１から６までのいずれか１項に
記載の溶液の使用方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　イオン性液体は、好ましくは１８０℃未満の融点を有する。融点は、より好ましくは－
５０℃～１５０℃の範囲、さらに好ましくは－２０℃～１２０℃の範囲にあり、最も好ま
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しくは１００℃未満である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
　イオン性液体の陰イオン［Ｙ］n-は、例えば、
式：Ｆ－、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＢＦ4

－、ＰＦ6
－、ＡｌＣｌ4

－、Ａｌ２Ｃｌ7
－、Ａ

ｌ3Ｃｌ10
－、ＡｌＢｒ4

－、ＦｅＣｌ4
－、ＢＣｌ4

－、ＳｂＦ6
－、ＡｓＦ6

－、－ＺｎＣ
ｌ3

－、ＳｎＣｌ3
－、ＣｕＣｌ2

－、ＣＦ3ＳＯ3
－、（ＣＦ3ＳＯ3）2Ｎ

－、ＣＦ3ＣＯ2
－

、ＣＣｌ3ＣＯ2
－、ＣＮ－、ＳＣＮ－、ＯＣＮ－

のハロゲン化物およびハロゲン化合物の群、
一般式：ＳＯ4

2－、ＨＳＯ4
－、ＳＯ3

2－、ＨＳＯ3
－、ＲaＯＳＯ3

－、ＲaＳＯ3
－

の硫酸塩、亜硫酸塩およびスルホン酸塩の群、
一般式：ＰＯ4

3－、ＨＰＯ4
2－、Ｈ2ＰＯ4

－、ＲaＰＯ4
2－、ＨＲaＰＯ4

－、ＲaＲbＰＯ4
－

のリン酸塩の群、
一般式：ＲaＨＰＯ3

－、ＲaＲbＰＯ2
－、ＲaＲbＰＯ3

－

のホスホン酸塩およびホスフィン酸塩の群、
一般式：ＰＯ3

3－、ＨＰＯ3
２－、Ｈ2ＰＯ3－、ＲaＰＯ3

2－、ＲaＨＰＯ3
－、ＲaＲbＰＯ

3
－

の亜リン酸塩の群、
一般式：ＲaＲbＰＯ2

－、ＲaＨＰＯ2
－、ＲaＲbＰＯ－、ＲaＨＰＯ－

の亜ホスホン酸塩および亜ホスフィン酸塩の群、
一般式：ＲaＣＯＯ－

のカルボン酸の群、
一般式：ＢＯ3

3－、ＨＢＯ3
2－、Ｈ2ＢＯ3

－、ＲaＲbＢＯ3
－、ＲaＨＢＯ3

－、ＲaＢＯ3
２－、Ｂ（ＯＲa）（ＯＲb）（ＯＲｃ）（ＯＲｄ）－、Ｂ（ＨＳＯ4）

－、Ｂ（ＲaＳＯ4

）－

のホウ酸塩の群、
一般式：ＲaＢＯ2

2－、ＲaＲbＢＯ－

のボロン酸塩の群、
一般式：ＨＣＯ3

－、ＣＯ3
2－、ＲaＣＯ3

－

の炭酸塩および炭酸エステルの群、
一般式：ＳｉＯ4

4－、ＨＳｉＯ4
3－、Ｈ2ＳｉＯ4

2－、Ｈ３ＳｉＯ4
－、ＲaＳｉＯ4

3－、
ＲaＲbＳｉＯ4

2－、ＲaＲbＲｃＳｉＯ4
－、ＨＲaＳｉＯ4

2－、Ｈ2Ｒ
aＳｉＯ4

－、ＨＲaＲ
bＳｉＯ4

－

のケイ酸塩およびケイ酸エステルの群、
一般式：ＲaＳｉＯ3

3－、ＲaＲbＳｉＯ2
2－、ＲaＲbＲｃＳｉＯ－、ＲaＲbＲｃＳｉＯ3

－

、ＲaＲbＲｃＳｉＯ2
－、ＲaＲbＳｉＯ3

2－

のアルキルシラン塩およびアリールシラン塩の群、
一般式：
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【化５】

のカルボキシイミド、ビス（スルホニル）イミドおよびスルホニルイミドの群、
一般式：
【化６】

のメチドの群、
一般式：ＲaＯ－

のアルコキシドおよびアリールオキシドの群、
一般式：［ＭｑＨａｌｒ］ｓ－

（式中、Ｍは金属で、Ｈａｌはフッ素、塩素、臭素またはヨウ素で、ｑおよびｒは正の整
数で、錯体の化学量を示し、ｓは正の整数で、錯体上の電荷を示す）のハロメタレートの
群、
一般式：Ｓ2－、ＨＳ－、［Ｓｖ］2－、［ＨＳｖ］－、［ＲaＳ］－

（式中、ｖは２～１０の正の整数である）の硫化物、硫化水素、ポリスルフィド、ハイド
ロジェンポリスルフィドおよびチオレートの群、および
Ｆｅ（ＣＮ）6

3－、Ｆｅ（ＣＮ）6
4－、ＭｎＯ4

－、Ｆｅ（ＣＯ）4
－などの錯体金属イオ

ンの群
の中から選択される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
　ここで、Ｒa、Ｒb、Ｒｃ、およびＲｄは、それぞれ互いに独立して水素、Ｃ1－Ｃ30－
アルキル、１つ以上の隣接していない酸素原子および／または硫黄原子および／または１
つ以上の置換または非置換のイミノ基で遮られてもよいＣ2－Ｃ18－アルキル、Ｃ6－Ｃ14

－アリール、Ｃ5－Ｃ12－シクロアルキル、または酸素－、窒素－および／または硫黄含
有の５－または６－員複素環、ここで、これらのうち２つがともに、１つ以上の酸素原子
および／または硫黄原子および／または１つ以上の置換または非置換のイミノ基で遮られ
てもよい不飽和環、飽和環または芳香環を形成してもよい。ここで、挙げた基は、それぞ
れ官能基、アリール、アルキル、アリールオキシ、アルキルオキシ、ハロゲン、ヘテロ原
子および／または複素環でさらに置換されてもよい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９７】
　実施例
　実施例１
　新聞用紙０．７８ｇを約１ｃｍ２の大きさの断片に切断し、１－メチルイミダゾール塩
酸塩（１－メチルイミダゾリウムクロライド）１０．０ｇと混合し、１２０℃で攪拌する
。２３時間後、新聞紙が完全に溶けた。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９８】
　実施例２
　ろ紙（青色帯フィルタ（Blaubandfilter））７．８ｇを約１ｃｍ２の大きさの断片に切
断し、１－メチルイミダゾール塩酸塩１００ｇと混合し、９５℃で攪拌する。７２時間後
、新聞紙が完全に溶けた。
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